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魚田遺跡第3次発掘調査概報
一大住地区ほ場整備事業地内の調査 その 2
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序

本市北部の大住地区において、大観艇なほ場披備'11::!I1が実施されていますが、こ

の区岐にはいくつかのill物散布地が存在しています。

そこで、ほ場務備'll:11と埋厳文化財との門川な調艶をはかるための'11前田試掘調

住を昨年度から行っています。

今{I~l庄は昨年度に続き魚郎遺跡の調査を行いましたが、 今l五l もみ;仲川の洪水によ

る砂のH主的がみつかったほか、かつて白木部川のが'lillがみつかりま Lた。

以後になりましたが、今回の調査にあたりましては、i地所打者の力々、関係機

|却をはじめ多くの方々 のご協力 ・ご指導をいただきましたことをお礼IドLあげると

ともに、 今後とも 1~11蔵文化財に対しご1m解賜りますようお願い rjr しあげます。

平成IO{I' 3 Jl 

京聞辺市教育委員会

教行長 村 田新之昇

例言
~IJ ". 

1 本J?は、 、 1'1.占 9 年度に京田辺市教育委n会が行っ た魚III泊跡先制調査白慨~報

告である。

2 4三調貨は、京都府が計画した大住地区ほ場幣備'11:11にともない、!1i//ilI補助事業
として災施した。

3 !l.!地調査は平成911'12月2日に開始し平成lQil'.I rJ30 FIに終了した。
4 淵資制l織は次のとおりである。
調在 E休 J;H日辺市教育委員会
調査立任者皿IH辺市教育委貝会教育長村川新之針
調査 指導瓜都府教育委員会 .Jft郎府立山城郷七資料館 ・J;tlIl辺市文化財保

護委員会

調在担当者五I凹辺市教育委n会社会教育謀総野ーよ郎
同 仁 五円格制ー

調査'11務局京田辺市教育委員会教育次長 中川勝之
同参事 占川 J1

同 社会教育課謀長 拠III m 
同 課長補佐 小丙ケイ子

調査書加者ー阿知披琢士・浜上宏j占・拙丙Jiil'f . Ü~ クニiI
5 調査を実施するについて、京司Ilff山城土地改良'11務所 ・!;illl辺d'i盟主上本諜に
はご協}jを賜った。記して感謝します。

6 調査用l川中及び本Z?を作成するにあたり、次白方々よりご教示を得た。 JGして
感謝のむと Lます。(順不同 ・敬称略)

機野市光 ・肥後弘幸 ・森 正・久保哲.iE・柿本的ー ・奥村YIY一郎 ・崎山正人
7 '"告の執事 ・編集はIllffilが行い、平成8年度に災施した第 Ie¥:調子tの自然科学
分析についてはパリノ ・サーヴェイ株式会制にお刷いした。



1 はじめに

!;UlJilld.松)1及びAfl'において、府営ほ且J穂備'11;!l1が行われることになり、同地区内に
令1)" t."'~'" 

J軒干Iする魚川泊跡、新11Iiii跡等について、 l王湖特刷。1I;!11と.iu跡保(fとの調格をiまかるため

の資料を仰ることが必~となった。

そこで;;iI.11辺市教打差fl会では、京都H.f教行華J.l会と協議の車;';*、 i革協務的'11;!11地内の

地跡について、範附及び状況て与の砕訟、 iS跡保存のための)，(礎資料内成のため、平成8<) 

t!tから先制洲市を:J!施することとした。

今'1'1.止は、 l円<1出:に続き魚川ill跡の発ul日間有を行った。

なお、 l 地所有利の方々をはじめ、|同係者の方々、暖冬とはいえ ~[I.J強風のなか門主に

従・Jlされた怖さん、その他多くの方々の協JJによって今Inlのt淵告が行われたことをここに

記して感謝の気持ちとしたL、

調査地位置図 (5~ 1 : 20，000) 111 今'1出調作地



2.位置と環境

以田辺市は京都府南部に広がる南山城平野のほぼ中央、伊賀山中にd闘を発する木il'川の

左岸にiifilfするロ 『↑Iの西部は生駒山地に述なる行陵地件?で、東部は北流する本体川によっ

て形成された仲邸主野が広がっている。大阪間併からなる白日~;の丘陵は起伏が激しく 、 H

陵から*の木津川に流れる多くの小河川によって1m折谷 ・扇状地が形成されている。また

その小河川田大半は東の平野市lで天片111化Lており、 diの景観は札哨の様相Iを呈している。

今回の調査地はrlIの以北端、八幡市との境にあたるが、その周辺自主な.ii1跡をよ4てみる

と、まず調査地問州、松井の集部の裏山にかつては19基以上が舵認された松井航穴昨があ

げられる。ここから南*白京山辺市耕、北西の八橋市美濃111にかけての丘陵地には、松JI

横穴t干のほか、制切 ・荒坂 ・女谷 ・美濃111・狐谷の各横穴僻が分布している。これらの般

穴i咋は6I!!紀後ドから7世紀初頭にかけて築造されたとみられるが、文献から奈良時代に

はこの地域が咋人の応住地であったことや、 IJIJれやすく横穴に過さない洪杭砂陳胞を)"盤

とLながらも太観般な隙穴It'tを形成していることから、これらの横穴併を'1"人集団の1ft基

と附定L、6世紀後半にはこの地域に年人が移配されていたとする見方もあるが、文献資

料とヰ古資料を安易に結びつけるのは、慎重になるべきであろうロ

調査地から約1.5km 片HUに、大{Ü!l塚市墳 ・ 大H 市ほ占墳が存在する。大(1'0作塚 ~i.t1t 

(泊f，，，チコンジI.LIlはUd泌をもっiiij方後方泊として古くから知られ、 i悩和49'J'(1974)に

史跡指定を受けている。そのIN州に隣接する大{ll制塚占墳は以前は前方後円境と唱えられ

ていたが、 I~I和61 ・ 62"1' (1986・1987)目当教育委員会による調金で、百七 ・M輸事がみ

つかり、4世紀後半に築かれた、大住車塚古I立と同じく周躍をもっfJIj方後方墳であること

がlifJらかとなった。これにより、周泌をもっ前1J後方墳が2n，"ぶという全凶的にも珍L
い形態であることが確認された。

調査地の西側には、 1.{~問ii:i跡と問機に本市と八幡市にまたがって広がる新日1;白跡がある。

八幡市側町発抑制査では、 ["11治時代中JDJ・後即!の箆穴作居跡と弥生時代から、v安時代にわ
たるiti物が、本市側では時期不明の制立柱建物跡とm忠告官 ・上師以 ・瓦加などのitI物がみ
つかっている。また、新刊-liu跡の北にある内盟八I治跡は、近年のl淵伐により、弥生時代

後期点 ・古1ft時代争VI耐の水凹跡や、古境時代前JDJ・後開lの墜穴住居跡、奈政時代の道路側

出iとみられる鵡や主II物跡などが各時代田多くのi!l物とともにみつかっている。

そのほか、この地域の文化財としては、式内主lである松井のλ:神社(本殿は京都府登録

丈化財)・大伎の月読神世lがあげられる。このうち月読神社には、毎"r:10月14円、大11"1'人
鉾がλ:11'11人舞保存会により奉納されている。また、大白車塚 ・1肯.I%，'i.tttの南京、間村の

集落には元文 5 年(1740) にiliてられ、重主~文化財に指定されている神井家住宅がある。
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1 魚因遺跡 2 

9 大住N'1J;家古In

15 松井市t跡<1
21 凶IJr;l，ttlr.f.

新川遺跡 3 散布地 4 散布地 5 散布地 6 般市地 7 船井繍1\1l~ 8 大u:.m.lj1古墳
10 口仲谷，!ilffn J1 大住b史跡 12 峨山古別院 13 内山古績 1< 交暦ヶb;ti1¥跡<1
16虚空厳谷il!跡 17 線谷 〈小谷〉迎跡 18 郷土摩古lffM 19 畑山古 .IJI1l~ 20 剣山遺跡

22 訴追跡 23 樹旬I古境郁繍í\: ll~ 24 内盟五丁遺跡 25 内盟八]泊跡 26 狐谷横穴<1

27. 3塚古境 28.史漉山償八r.f. 29. ~院議111廃寺跡 30女谷償穴部 31 荒坂世八"

周辺主要遺跡図 (5~ 1 : 25，000) 

3 



3 調査経過

IU'}itほ羽根備事業の対象となったのは、 );(111辺dj"松川から大1]'にかけてのffJ87加であり、

平成8年度から発掘調脊及び区間整備が行われている。

今回の調布地は、同'1度調子t地の幽から北岡にか吋ての--:t}で、八輔!日境と防fi川に、

防白川と雌宅政谷川にそれぞれ挟まれたところである。ほとんどが水111とLて耕刊されて

おり、水111より一段高L、llb両11が数か所みられる。また、北端部にはかつて大井川であった

雌常蔵谷川の挺防が一部妓っている。硯地調布は稲刈り後の平成9叫12)]2 H にお'fl、

、1'1.占10'ド1J 130日に終 fした。調貨はまず八輔市民付近の北側から開始L、その後防fi川

と雌空肱谷川に*まれた部分、年が改ま ってから防賀川の点側部分へと修即IJl、合.i十51か

所のトレンチを対象地に入れた。

しかし、今刊の 1J 1は例;1にない雨天続きで、 l制作地の水川はすぐにでも川植えが可能

なほど木がたまり、トレンチを人れてもすぐに峨が!出荷する屯ど|分な調子tができたとは

いえない。 JJf，:~放谷川町

IH!Ji ~)îの断ち 1切りを行 っ

たのもこのlI!j即lだったた

め、ノ仁川の初本と川に ~I;

hfiした砂がイうるトレンチ

白日空白l副部が続書、すぐ

に即時以しを行わざるを

仰ない状況だった。

Wfl川町点側部分には、

川町役-M噺ち制りを行っ

た水路がltへあるいは同

へと流れており、この水

路付近及び防白川山slIIの

1:鳩山司辿のトレンチでは、

緋刊 LTに供品砂白地杭

がみられた。この洪本砂

はl昨年の調査で明治29年

(1896) 8)]白木作川の

洪本によるものと与えて

いる。

調査地近景(南から)

19トレンチ調査風景(西から)
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，1， 
トレンチ配置図 (S ~ 1: 2.50日) (，，)・(47)'(86)は昨年度 トレンチ
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4 調査概要

il.lfiはiiIi述のょっに対象地に51かIfrの卜レンチを投足し行った。対象地はほぼ平地で、

市からjtへ、東から凶へとわずかずつ傾斜がFがっていくロその'1'で数か所白山制と雌ZE

雌谷川ItI且!防、その内側の制が

段山Jくなっている。ノk凹1{Iiの棋向

は調査対象地市東剛の1:'5r~庁で 13 .93

m、450m離れた北側で13.33mで

ある。

調子tは恥;12m、長さ 2-4mを

基司f;とし、1M防部分等では長さ15

-55mになる卜レンチを設定し、

人)Jあるいは車機で採さ 1m科此

侃削後、 L:Wiを..tとした卜レンチ

白状泌を記録した。しかし、多刷 34トレンチ (堤防断ち割り)

の時JUIに設定ltこ31卜レンチ〔長55m)では似削と同時に卜レンチ両側白壁がf白浜L、IEI

堤防断ち;甲lりの34卜レンチでも、堕が次々に崩訴し、 |分な;ie録作成はできなか勺た。

基本(1，なh'ili';は耕作!のトに、!k色系の制l砂あるいは粘質 lであるが、見I側白木路J:i]辺

やrYJ側の山知!の周辺では緋刊 1ーの トに洪水砂が

あり、その下が灰色系の制砂となる。またjt端

部では、耕作 tーの下は砂傑となり、かつての木

津川の流れであったことが師定される。この砂

磯町からは、*v時代以前の l誌がみつかった。
剥1'i地北部の47トレンチで、IY!"I出:に続き噴

砂をみつけることができた。

J EI!J{~}j断ち訓りを行った34 トレンチでは、 当

初堤防の点側が川と考えていたが、そうではな

く内側を流れていたl時期、槌防の点下を流れて

いた時期が確認でき、時によ勺て川 ・ !)J~)j とも

動いていたことがわかった。

iti物は怖生時代から近世にかけての土山町lの

小破Ji'戸が大半のトレンチでみつかった。

6 
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洪水砂

(45) (47) (86)は昨年度調fiトレンf 。 3問
z 

1 県尚也 10(桝作，/0) 13 版1Tt色粘性翻l砂 25‘茶褐色砂町上 37 尚色粘叫:制砂 <9.円以色粘七

2 暗灰色砂町上黄色土まじり 14. IlJf茶色砂 26. 茶灰色砂質上 持続制色!Il砂 回 ~1~lt色砂

3 灰色砂!'i上 15 白柑色砂 27 茶柑色砂 39. m色士 51.灰色」ニ .1;1(色砂丘府

4 I~!脱色枯十 16 民l守砂 ・白色砂起用 28.医科色制砂 40.黄拙色砂まじり灰色杭性砂 52.収1ff色粘上

5 灰色砂 17 茶l二l色砂 29.灰緑色粘性細l砂 41咽iI1柑色砂 53.民組色(.. 灰梢色砂まじり
6 時花反色細砂 18 技灰i・1緑色砂 30.苅灰色砂 " 灰色粘性砂 制灰色土

7 灰色納ゆ 19.版緑色f.liJ: 31.附版槌色砂町上 43. 19J氏色土- 55.可l灰iI1色刷砂
8 灰怯i色砂目上 20.灰色粘 L 32 政緑色⑮白土 " 時灰色粘土 56. 楼Ml~反包砂
9. IlJJ灰色砂町 i二 21 脱色砂n土・賞(，色紗瓦踊 33.故灰槌色阻I砂 <5.陪灰色帖rr.(c 57.故茶i'I灰色砂
JO 灰，'，色調lゆ 22 灰緑色粕伺土 ".楼尚色砂 "灰色粘賢+. 58.淡茶灰怯j色粘性砂
11 灰色砂宵士・1色砂プ冒ヲデ 23.民間制色制齢、 35.灰綜色粘件砂質t 47 談以褐色納 i
12 白茶色砂 21 能賞，'，色砂 36 悦j色刷ψ 48.版w色砂町 (，

トレンチ土壇略測図 (上回数字がトレンチ名)
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5.遺物

今岡の調査でみつかった泊物をみると、 51か所のトレンチからするとiR的には少訟で、

終~11桁につめても l 桁に満たなし、。稀耳lは、弥ヰ土器 ・ 土師w.~ ・ ~liXnw，{ ・ 且~r.:i ・ 陶器 ・ 磁

~m ・ 瓦 ・ 本片がみられ、 時代的には弥生時代から近l止にまで及ぶ。図化可能なもののほと

んどを図示したが、大半が小破Jiのため、反転復元であり、口径 ・傾きに不安なものもあ

る。

1-9は士帥{f，{の1111である。このうち 7(口i干10.6c.)・9(円i干12.4c.)が50卜レンチ

の木内川l卜l河辺からみつかったも白として注目される。ともに平安時代のもの。 2・8

(口係7.0cm・Il.lc.)が室町時代のものとみられるほかは白戸時代に属するとみられる。

10は布引式j探白アオイ円縁部とみているがよくわからない。

11は上川器のカメで外而に11H、ハケメがみえる。10とともに lトレンチの本体川Jl，1河迫

からみつかった。

12は弥生一lこおの大型のアボである。頭部つけ似に一条の突JJ?を貼りめくらす。降械のた

め内外i耐!ともに調整不明である。生動]西鹿沼:のl的lで作られたいわゆる河内の士総である。

13-16は瓦;出腕である。，1径は10.9-12.4c.をはかる。 13は，1総端部内側にi.tlJi!をもっ。

いずれも内而にはへラミガキがみられるが、外Ifuは14にわずかにみられるのみである。 16

は版部で内而比込みにジグザク状の附文が施される。慨ね鎌合時代後半に凶する。

17・18は瀬戸美濃系の天日茶腕である。ともに口径12.0叩をはかる。

19は伊貿信楽系のJドvのフタで輪状のつまみをもっ。内外ffuとも談緑灰色白ガラスrtの
覇1Iがかかる。

20は信楽焼のツボの口縁部である。

21は陶器で胤の底部とみられる。底部外i師は畠11.拾で糸切りが残る。緑がかった灰色の制l

が施される。

22は内磁の車JI111である。外Tuiは露胎剖lが多い。

23はiJl万明系の腕である。「説」の干を休部外i而に怖く。 19とともに2卜レンチの本ilt

川旧河辺をおおう111灰色粘士川からみつかったものである。

24は古墳時代の;Jt下\n~{のツポである。到問i外 Ifliにはカキメが施される。口径14 . 3冊。

25は瀬戸の折縁深田lである。京町時代前半に属する。日係20.6cmとLたが、もっ少し大

きくなるかもしれない。

26は備前焼のスリ鉢である。 1lp.[守4条のスリメをもっ。

27は瓦探のスリ鉢で、 1'11.似7条のスリメをもっ。

8 
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1トレン予 10、11、24 2トレンチ 19、23 7トレンチ 27 12トレンチ 1 

13トレンテ 2、14、18 14トレンチ 20、26 17トレンチ 3、22 19トレンチ 6 

20トレ Yチ 25 21トレンチ 17 23トレンチ 16人21 26トレンチ 5、 15

28トレ yチ 4 31トレンチ 8 46トレンチ 12 47トレンチ 13 凹トレンチ 7、9

遺物実測図
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6. まとめ

今l旦l白調査は、魚Uliu跡についての昨年度に続くi淵在であり、前回調査地の酋~北西地

般を対象としたものであった。昨年度同様調査対象地からみればわずかな部分の調査であっ

たが、断J普なjjj構 ・良好なiu物包合宿等はみつからなかった。

'VIif129年 (896)8 JIの木津川の洪水によるものと身えている砂の広がりは、今岡田調

子t地でも多くみっかり、Jtは38・39卜レンチ、凶は18トレンチにまで2えんでいる。かなり

大観股なものだったと111像できょう。この洪水砂は31卜レンチ*方の八附市域でも調査で

倣泌されてい2。
北端部の 1・50トレンチでは、耕作土下に砂磁炉iがみつかったが、これはやはり木1'1'川

町流路と唱えられる。 2トレンチ及び50卜レンチl判端では、この砂隙間の上に以灰色粘!日

の~f[Ii'1がみられる。この事IjJ:h'1は、

この付近がtH沢地であったことを

示すものとみられ、この粘上回か

ら近I't後半の染付椀 (遺物図23)

がみつか勺たことを4iえれば、砂

陳Mはそれ以前のものとなる。ま

た、砂傑R'iからみつかった土お

(7・9)は、Iι安時代を F限とす

るものであることをあわせれば、

干引時代以降近世後半以前のある 50トレンチ (南から)

"，JIIIに木iJ'川は50卜レンチ部分を流れていたとみることも01能ではないだろフか。この砂
部川は49トレンチでもみられたが、他のトレンチではみつかっていない。

同年度実施した自然科学分析では、29トレンチの地点下約4.6m(棟高10m付近)の軒1

砂防凶 l の，'U味の強い I~ì色粘土居(河川による唯航物)の示す均代が B.C.4∞年と測定さ

れた。しかし、 180m離れた28トレンチでは額百11.5m付近で談尚色砂崩、原尚1O.2mN近

で砂際耐となり29トレンチとは様相が奥なる。 29卜レンチの111砂防と28トレンチの砂隠と

の関係は'VIらかでないが、現在みると平刷なこ白地域もかつては本71'川等の影響により、

かなり起伏のある t地であったことがうかがわれよう。

1 )山見地U(1596{fo)によるものと耳えている。

2 )奥村m一郎 「八幡地区岡胤務備事業関係遺跡昭和57{1世尭刷調査檀弘!Jcr.t.m磁文化財尭鋸調査機報
Cl983)J j:0i11附教fl蚤II会)昭和58年(1983)の図版摘18・捕19のグリッドのヰよ，をみると白く写勺

ているものは砂のようであり、奥村氏に依認したところ砂とのことであ勺た。

10ー



付載 第 1次調査地の自然科学分析

1 試料採取地点の層序と試料

パリノ ・サーヴェイ株式会社

試料は、N.28トレンチとN.29卜レンチの土問断

而から採取された。 N.28トレンチでは、現耕作土

の下位に洪水町である灰色砂が耽航する。そのF

tM.は灰緑色粘性砂恒一lニとされ、近l止の辿物を包含

する。そ白下位にあたる灰背色粘土問から4点の

試料を係取し、ト位から 1-4の試料帯勾が付さ

れている。本附は、 1+1上ii'l物から中世頃にあたる

のではなし、かと考えられている。一方、 N.29卜レ

ンチでは洪水間山下町粘土混じり砂(近l!tフ)か

らl点、そ白下位のiV色粘」胞(中世ワ)から 4 試料採取地位置図 (5~ 1 : 10，000) 

点、その下位の以みがかった13色粘土問(時代不明)から 2点の合計 7点が採取されてい

る。これも F位より 1-7の試料帯号を付された。分析にあたっては、花粉分析試料は採

取試料全点、放射性炭素年代測定は恥29卜レンチの試料帯号lをそれぞれ川いた。試料採

取日H:立ならびに柱状図に関しては、下図にまとめて記した。

割引い 民

2 分析方法

( 1 )放射刊炭素jl代測定

測定は、学習院太学放射性炭京坪

代測定主に依頼Lた。なお、判代{位の

3?:tJ.lは LIBBYの半減用15，570jjを使川

l国土

"・・-

Lた。

( 2 )花粉分析

試料約10gについて、水酸化カリウ

ムによる泥化、飾別、重液 (EL化一帯車』

比弔22)による有機物の分離、フッ

".00-

叩 iFE5
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X
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ゴ
ヨ
「ト
L
E
-
-
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"幽傘 t・阻"

Il!l~. 

H 融 e・・・H ・"'
開目先叩"' • 

模式柱状図および分析試料採取膚位

化水京般による鉱物質の除去、アセ卜リシス処理のl聞に物盟 ・化学的処理Iを施L、花粉化

石を扱mする。残溢をグリセリンで封入してプレバラ トを作製し、光学顕微鏡下でプレ
バラー卜全ffjiを悌刊し、出現する全ての極額 (Taxa)について|日l定 ・計数する。

結果は、木本花粉は木木花粉総数、草本花粉 ・ゾダ類胞子は総!.JE粉・胞子数から不明花

粉を除いたものを基数とした百分率で出現率を.1出し図示する。図表中で桜数の師暫lをハ
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イフtンで結んだものは、極烈!日!の区別が困難なものである。

3 結果

( 1 )肱射性炭素年代測定

N.29トレンチ鼠料需号 lの測定値 (195011ーよりの11'数) は、 2350:t 8Oy. B. P 

4∞s.C. (Codc N. Gak-19653)であった。

(2) イ記事}化-1'，

N.29トレンチの試料品号7をのぞいては花粉化石が少なく、残存している花粉化石も分

解が進んでいる。ゾダ草山包千は比較的多いが、外股が風化を受けている。これらと比厳し

て、試料掠り7は、保存状態が比較的良い。木本花粉ではマ y凶が、 1.'(本花粉ではイネ科

白訓合が尚いが、他は開Ui数・個体数ともに少ない。花粉化石の保71-が思い1s囚とLて、

地邸周境に起凶すると#えられる。このことから、保取試料の中から陸部分析試料を選択

し、唯~'!l罰境を市l j+tする。

4.珪藻分析

( 1 )試料

試料は~1fI';を考慮 L て、 N.28 ト レンチの試料需号 l 、 N.29の試料帯勾 ! と 4 の計 3 点を

分析に川いた。

( 2 )分析方法

試料を制Eでが~5 g秤1.ll、過酸化水素木、組般の順に化学処~v.し、itiI:料の泥化と有機

物の分解 .i:'，~白を行う。自然it降t1;で粘土分、傾斜法で砂分を除去した後、適当iõH t り取

りカパーガラス tに柿ドL乾燥させる。乾土地後、プリュウラックスで封入する。検鋭は、

光学顕微鏡でnllQ6OMRあるいは10日日倍で行い、メカユカルステージで任むの測線に沿っ

て占査し、 H部i設が半分以上残存するものを対象に200例体以 t:t司定 .g-I数する (座泌化

石の少ない試料はこの|担りではない)。極の同定は、K.Krammer and Lange-Bertalot 

0986・1988・1991a・1991b)、K.Krammer (992)などを川いる。同Ei:結果は、産出舗

をアルファベ ット舶に，1.ベた一覧表で示す。推航環境の解析にあたり、 h塩分担度に対する

適応性からが'F.山極を海水生種、潟水~汽水生極、汽水生刷、淡水生観に分頬L、淡水生種

についてはy!に随分 ・本来イオン濃度 (PH)・流水に対する適応性に必づいて生態区分

する。そして、 1:嬰な分事¥1昨について、主要政様化石の府依分市図を作成する。図中の海

水~淡水![駈由比率と各額産111率は全体基数、淡水生帽の~'.態性の比率は淡水生種の合計

を1正数とした相対頻度で算出する。 ~f邸周境の解析に当た っ ては、1.<.牒(1 990) 、 伊藤 ・

期内 (1991)のJi;I境指標極などを参考とする。

(3)軒以

H純化石の政状は、各地点とも淡水生離が僅かに100個体を..1::.1"1る限度である。また、
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花粉分析結果
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先 住殻白山現率も40%前後と低い。産1.1:1分

• • 凱1坪数は、合計で27属82将顕である。

N.28トレンチの試料器号4は、陸Jのコ

ケや土峨表ifuなど多少の湿り気を保持Lた

好気的関境に付:lj'生育する隆生雄""が80%

産出極のと優111することを特徴とする。

除21:E12曜の中でも耐乾性白強い特徴は、

の Hantzschia1991 ) A 11. (伊藤 ・届l内、

mutLcαが20-Nαvicula αmphioxys、

院生TU描AIl'fの Nαu日ula25%と多く、

水域からNeidium a1pinum、contenlα、

も印、められる陛'U圭謀Bltf(伊藤 ・掘内、

P 白日n凡ulariαα.ppendiculαtα、1991) 

subcapιlaLaなどを伴う。特に多産する極

上横表問中に'1'有する上主題.. t秘niは、

とLても一般的なものである。CPatrick、1977)

N.29トレンチの試料需号4は、水j十珪泌が優占する。生態性の特徴は、H塩不足担額、

J~+好アルカリ世"I'I! 、 J'1+好流水性樹が多産する。Jft山顧の特徴は、 H流本柑で付着性の

Rhopαlodiαgibberul.αカ三10CymbellαLurgidulαuαr. mppomca、Cymbellαsilesiacα、

Cymbellα 好流本世lで付着目の Cocconeisplαcentula t町 Lineα師、%前後産Il-Il、

R hoicosphenia G.sumαtorense、clevei、Gomphonemα C. sinuα印 、turgidulα、

このうαbbreviata、流水ィ、定性のAmphoraoualis I.iαr. aff同日などを伴うことである。

Rhoicospheniα Gomphonemα sumαlorense、C.sinualα、Cymbell，αturgidulα、ち、

後背幌地な自然挺防、αbbrel，.;凶 tα は、河}11中~ド流部や河川沿いの河成段豆、扇状地、

である。試料寄り Iは、水どに集中して出現する中~ド流性河川指標都l咋 (安藤、1990)

生既部と陸生成磁とがほぼ半々づっ産出する。産山極の特徴は、水生成泌では Cocco即時

陵中国務では /-Jantzschiα

αmphioxys、NαuiculαmuLLcαなど前試料とほぼ同織の績額が産UIする。

C. sinuα師、Cymbellαturgid叫α、plαce凡tulaLαr. uneα旬、

考察5. 

!1;)I;分析の結*、中世の~1' Í1)物とされる N.28 卜レンチの試料番目 4 からは、乾いた好気

このように隙'/'.球泌が侵占する場合、堆的I'~崎に耐性の強い隣'1 日藻が80% と優占する。

fi.'f尉境が水I~耳WiLtこのではなく 、 陸上の好気的環境であったとされている(伊藤 ・ 期内、

とLても一般的なまた、本試料で優占する陸生岐部は土地底部 CPatrick、1977)
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唖i矧である。したがって、堆駁環境は地表面が乾繰したhTZI的関崎下であったと推定され

る。 一方、 N.29卜レンチでは、背色粘土の試料帯号 lでは、中~下流性河川桁標種群など

の流本指傑極を含む流水性屈を多産する。そ白ょに唯脱する試料帯号4は、同じく流水m
原闘を含む流水制騒が多産するが、好気的環境に生育する院生珪部も多産する。このこと

から、試料孫サlでは河川など流水域で堆杭Lた河川堆邸物と考えられる。また、試料番

号4では、限生陵部も産出することから、河川唯脱物ではあるが、Llilば好気的な原境

-Fになったと抑制される。

肱島I世I:~紫年代測定の結集等を考慮すれば、本i口跡周辺は噛i~~U年代町1にしばしば河川目

影轡を受けていたが、次第に乾燥化し、中l止に入ると好主1A';状況下に変化したと考えられ

る。制文11年代末~古邸時代の半ばにかけては、 「弥生白小潟i且」と呼ばれる冷涼多雨な時

JþJ に相当し、各地で~Hi'!低地や扇状地などの形成が活発化Lた時期に相当する。 本地域で

の~!q目立地の発i主もこれにともなうものであると推測される。なお、 N.28 ・ N.29 トレンチと

ともに、 )'1色粘土問からは花粉化石が検出されない。花紛化石は好気的環境下では分解消

失することから、 政礎化石の結果からi~られたょっに、乾縦状態での二次的な分解消失が

考えられる。

近1立と考えられている粘土混じり砂(N.29トレンチ 試料需号7)からは、花紛化石が

検出される。マツ属とイネ科が多産L、ソパ属やワタ属など政培植物を伴う組成は、奈良

銑地で行われた近世の花粉分析結巣と近似する。これらが卓越するJj日因として、イネ科花

粉は水日lや却!のt附に、マツ属。花粉化石は造林に由来するによると考えられている(金

版、 1993)。また、栽培植物については、奈良盆地では、ワタ属白山刻やアブラナ科の荷

車化が近lせ取引物での特徴であるとされる(金保、 1993)。本ill跡では、ワ タ腐は検出さ

れるが、アブラナ科は高率に検出されず、栽培柿物などj地利JlJのi主いに起肉Lている可

能性がある。

今回は、-，'1"色相i土陪からの花粉化石の検出が惑かったため、花粉化石組成から、古植生

を変il!としてとらえることが難しかった。 本足I跡は京都盆地の南悩にあたり、奈良盆地と

も近い関係にある。京都盆地北部や奈良盆地ではそれぞれ花粉分析等により、当時の環騎

変遷が明らかになりつつあるが、本地点は両者を比較する，Ci味でill嬰な場所である。奈良

誠地では、 雌史時代以降、時l~樹林 ・ 温帯針葉樹林 . i'ilfi'林など森林中心の植生から、マ

yやスギの植林 ・人盟随物在中心とする革本類 ・栽結植物などを主体とする植生へと変化

するが、その変遣を植物化石田消長をもとに5段階に務即している(金閥、1993)。この

ような柿生変化を地域的につなげていくためには、今後追跡周辺地域での古植生変遷に関

する制査を継続的に肱閲することが軍要と考える。
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12. PinnuJaria schroederii (JIusI.) Kram皿er (No.28:4) 

13. PinnuJaria schroederii (Hus L ) KraDlmer (No. 28: 4) 
14. //;剖tzschia血同ioxys(Ehr.) Grunow (No. 28巴41

15晶0同 JodiagibOOruJa (Ehr.) O. Mu! ler (No.29:4) 
16. Ac，加叩曲目 crenuJa臼 Grunow(No. 29:]) 
17. Achnan曲目 crenuJa臼 Grunow(No. 29: J) 
18. Eunot i a praerup臼 Ehrenberg(No.29;4) 
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